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ン濃度を測定した Noi and Shikano（2011）は，朝型のメラトニン・リズムを⽰す者の就床時刻，
起床時刻が早いだけでなく，電⼦ディアの利⽤時間が短く，外遊び時間が⻑い様⼦を報告してい




⼩林ほか（2008）によると，⼦どもの 1 ⽇総歩数は 1980 年代の男⼦で 18,000〜21,000歩/⽇，
⼥⼦で 14,000〜17,000歩/⽇，1990 年代の男⼦で 13,500〜19,000歩/⽇，⼥⼦で 10,000〜15,000
歩/⽇，2000 年代の男⼦で 14,000〜18,000歩/⽇，⼥⼦で 11,000〜14,000歩/⽇と次第に減少し
 5 
ている．また，『平成 30 年度全国体⼒・運動能⼒，運動習慣等調査報告書』（スポーツ庁，2018）
をみても，1週間の総運動時間が 60 分間未満の者が⼩学 5 年⽣で男⼦ 7.2％，⼥⼦ 13.3％，中学
2 年⽣で男⼦ 6.9％，⼥⼦ 19.8％であるだけでなく，⼩学 5 年⽣では L字型の単峰分布を⽰すも





























































討し，これを第 1 章とした． 






















“physical activity” OR “exercise” OR “physical play” OR “outdoor play” AND “recess” OR “rest” 
OR “break” AND “school” AND “environment” をキーワードに検索を実施した．その結果，87
編の論⽂が抽出され，filter機能（journal article，humans，child（6-12 years）)を使うと 60編の
先⾏研究に絞り込まれた．さらに，原著論⽂でないもの，看護学⽣や未就学児および障がい児を
対象としているもの等を除外すると，最終的には 13編の先⾏研究が選定された（図 0-1）．これ










ないものを除外すると，最終的に 4編の論⽂が選定された（図 0-2）．これら 4編の先⾏研究の概
要は表 0-2 の通りであり，学校環境要因が⾝体活動に及ぼす影響を検討した報告は 3編（⽂献 1，
2，3），遊び介⼊の効果を検証した報告が 1編（⽂献 4）であった． 
 
0.4.2 ⾝体活動と⽣活状況に関する先⾏研究 
 ⽣活状況に関する国外の先⾏研究の検討でも，PubMed を⽤いて，“physical activity” OR 
“exercise” OR “physical play” OR “outdoor play” AND “recess” OR “rest” OR “break” AND  
“school” AND “living” OR “lifestyle” OR “life” をキーワードに検索を実施した．その結果，45編
の論⽂が抽出され，filter機能（journal article，humans，child（6-12 years）)を使うと 23編の先
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⾏研究に絞り込まれた．さらに，原著論⽂でないもの，看護学⽣や未就学児および障がい児を対
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とを⽬的とした．本研究課題の対象は，7つの⼩学校の 3 年⽣から 6 年⽣までの 1,059名の⼦ど
もであり，分析にはデータに⽋損がなかった 898名（男⼦ 442名，⼥⼦ 456名）分のデータが使




























 対象は，東京都，静岡県，福岡県の公⽴⼩学校 7 校に在籍する⼩学 3〜6 年⽣ 1,059名
（男⼦ 536名，⼥⼦ 523名）であり，分析には主体的⾝体活動の設問に対する回答に⽋損
がなかった 898名分（男⼦：3 年⽣ 101名，4 年⽣ 118名，5 年⽣ 124名，6 年⽣ 99名，
⼥⼦：3 年⽣ 102名，4 年⽣ 115名，5 年⽣ 141名，6 年⽣ 98名）のデータが使⽤された．
調査は，休み時間における⼦どもの⾝体活動量は降⽔量により差異が⽣じること（Harrison 
et al，2011），平⽇と休⽇の⽣活状況に差異があること（Noi and Shikano，2011）といっ

































































 表 1-2 には，対象とした⼩学⽣の⽣活状況（睡眠状況，朝⾷摂取状況，スクリーンタイ
ム状況，塾・習いごと状況）を性別・学年別に⽰した．この表が⽰すように，男⼦の就床















 表 1-4 は，始業前・中休み・昼休みにおける主体的⾝体活動，⾮主体的⾝体活動，主体
的⾮⾝体活動，⾮主体的⾮⾝体活動の分布状況を性別・学年別に算出した結果である．こ
の表が⽰すように，主体的⾝体活動の実施割合は始業前で男⼦ 49.1％，⼥⼦ 30.9％，中休
みで男⼦ 50.9％，⼥⼦ 31.9％，昼休みで男⼦ 54.8％，⼥⼦ 56.6％であることが確認され
た． 
 次に表 1-5〜1-7 には，始業前・中休み・昼休みにおける⾝体活動状況を性別・学年別に
検討した結果を⽰した．これらの表が⽰すように，始業前の主体的⾝体活動の「実施」は，
⼥⼦の 6 年⽣（55.1%）が有意に多く，4 年⽣（20.2%）と 5 年⽣（18.4%）が有意に少な
かった．同様に，中休みのそれは，3 年⽣（男⼦：68.3%，⼥⼦：53.9%）が有意に多く，





















































 『平成 27 年度全国体⼒・運動能⼒，⽣活習慣等調査』（スポーツ庁，2015）によると，
1週間の総運動時間が 0 分間の者は，⼩学 5 年⽣の男⼦で 3.0％，⼥⼦で 4.6％，中学 2 年
⽣の男⼦で 5.2％，⼥⼦で 14.1％と，男⼦よりも⼥⼦，⼩学 5 年⽣よりも中学 2 年⽣の実
施率が低値を⽰す様⼦が報告されている．このような傾向は，学校の休み時間に限定して
 22 
も，同様であると考える．例えば，埼⽟県鴻巣市内 19 校の⼩学 3 年⽣と 6 年⽣（2,121名）
を対象に休み時間の運動遊びに関する実態を調査した寺島（2015）は，「よくしている」と
の回答が男⼦で⼩学 3 年⽣ 79.5％，6 年⽣ 71.6％であったのに対して，⼥⼦では⼩学 3 年
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要因について検討することを⽬的とした．本研究課題の対象は，7 ⼩学校に通う⼩学 3 年
⽣から 6 年⽣ 1,059名であり，分析にはデータに⽋損がなかった 780名（男⼦ 384名，⼥




























 対象は，1都 2県の公⽴⼩学校 7 校に在籍する⼩学 3〜6 年⽣ 1,059名（男⼦ 536名，
⼥⼦ 523名）であり，分析には回答に⽋損がなかった 780名（73.7%）分のデータを使⽤
した．調査は，学校の休み時間の⾝体活動量には天候が関連するとの Harrison et al.（2011）
の指摘や休⽇明けとそれ以外の平⽇とでは⼦どもの睡眠状況が異なるとの Noi and 


























平均値の⽐較には対応のない t検定を⽤いて，先⾏研究に倣って 3 年⽣と 4 年⽣，5 年⽣






























 表 2-2 には，対象とした⼩学⽣の睡眠，朝⾷摂取，スクリーンタイム，塾・習いごとの
各状況を性別・学年段階別に⽰した．表が⽰す通り，男⼦の就床時刻は 3・4 年⽣
（22:03±80.1 分）に⽐して 5・6 年⽣（21:43±20.6 分）で有意に早い様⼦が確認された．





 表 2-3 は，各休み時間における性別・学年別にみた主体的⾝体活動，⾮主体的⾝体活動，
主体的⾮⾝体活動，⾮主体的⾮⾝体活動の実施者の割合を⽰したものである．表が⽰す通
り，始業前の主体的⾝体活動の実施者の割合は，男⼦ 54.9%（3 年⽣ 60.7％，4 年⽣ 43.8％，
5 年⽣ 46.1％，6 年⽣ 54.9％），⼥⼦ 29.9%（3 年⽣ 37.1％，4 年⽣ 19.5％，5 年⽣ 18.9%，
6 年⽣ 51.2%）であった．同様に，中休みでは男⼦ 51.0％（3 年⽣ 69.0%，4 年⽣ 54.2%，
5 年⽣ 42.6％，6 年⽣ 41.8%），⼥⼦ 31.7％（3 年⽣ 52.8%，4 年⽣ 23.8%，5 年⽣ 24.6%，
6 年⽣ 29.3%），昼休みでは男⼦ 54.7％（3 年⽣ 52.4％5，４年⽣ 53.1%，5 年⽣ 56.5%，




































⼩学 5 年⽣の男⼦で 3.4％，⼥⼦で 4.9％，中学 2 年⽣の男⼦で 5.2％，⼥⼦で 13.9％と，














 ⼀⽅で，⽇本の⼦どもの睡眠時間が極めて短い様⼦は，National Sleep Foundation
（Hishkowitz et al.，2015）による Sleep Duration Recommendations に⽰される年代別睡
 35 


































点⽬は，調査対象者が⼩学 3 年⽣から 6 年⽣に限定されている点である．本研究課題では，
質問紙調査を⽤いたため，⾃⼰回答が困難と思われる⼩学 1・2 年⽣は対象にできていな
い．しかしながら，⼦どもの⾝体活動量の指針やガイドライン（⽂部科学省幼児期運動指
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［第 1章］ 







表 1-5 性別学年別にみた対象者の始業前の⾝体活動状況 
表 1-6 性別学年別にみた対象者の中休みの⾝体活動状況 



















No. 著者（年） 掲載誌，巻号，頁 研究実施国 対象等 アウトカム 概要 
1 Jennings Aburto N et al. 
（2009） 
Salud Publica Mex,  
51(2), 141-147 
メキシコ 小学 4・5年生 431 名 観察法によるMVPA 小学生の休み時間と体育の授業での身体活動を評価および SOFIT
（System for Observing Fitness Instruction Time）で定量化し，身体
活動を取り巻く学校環境を調査した．その結果，休み時間と体育の授業は，
身体活動を実施する唯一の機会であることが示唆された．また，体育の授業
における MVPA の時間は，国内および国際的な推奨時間よりも短い 39.8
±10.6 分間であり，休み時間のMVPAの時間は 29.6±2.1 分であった． 
2 Ridgers ND et al.（2010） 
J Phys Act Health,  
7(2), 167-175 




介入群の子どもは，対照群に比して VPA が 1.4％高値を示した．さらに，
介入の効果は，実践期間 12ヵ月よりも 6ヵ月で強いことが示唆された． 
3 Huberty JL et al.（2011） 
J Sch Health,  
81(5), 251-257 






者のMVPAが 19.4％増加し，女子の肥満者の MVPAが 6.0％増加した．
さらに，ST 群では男子の肥満者のMVPA が 6.0％増加した．一方で，EQ
群における女子の適正体重者の MVPA は，対照群の女子に比して 13.6％
減少した． 
4 Martin K et al.（2012） 
Australian and New Zealand 
Journal of public health,  
36, 469-477 
オーストラリア 小学校 27校の小学 6












5 Anthamatten P et al.（2014） 















表0-1 選定された身体活動と学校環境に関する国外の先行研究の概要（続き その 1） 
No. 著者（年） 掲載誌，巻号，頁 研究実施国 対象等 アウトカム 概要 
6 Yildirim M et al.（2014） 
Br J Sports Med, 48(3),  
271-277 











7 De Meester F et al.（2014） 
BMC Public Health,  
14, 261 






8 Pawlowski CS et al.（2014） 
BMC Public Health,  
14, 639 




と intra-gender のどちらにも差があることが認められた． 
9 Ishii K et al.（2014） 











10 Black IE et al.（2015） 
J Pediatr Health Care,  
29(2), 156-168 
アメリカ 小学生 442 名 MVPA，活動場所 JAWS（Jogging Program）実施日は，99%の子どもがトラックエリア
で活動をしていたが，非実施日においてはアスファルトエリアに滞在し，そ
の 50%が座位行動をとっていた． 
11 Pawlowski CS et al.（2016） 
Plos One, 
 11(2), 1-17 
 












表0-1 選定された身体活動と学校環境に関する国外の先行研究の概要（続き その 2） 
No. 著者（年） 掲載誌，巻号，頁 研究実施国 対象等 アウトカム 概要 
12 Massey WV et al.（2018） 
BMC Public Health,  
18, 394-404 










信頼性（Weighted Kappa scores）の検証結果から，GRF-OT が休み時間
の評価に有効なツールであることが実証された． 
13 Nigg CR et al. (2019) 

































小学 3～6年生 86名 










小学 4年生 61名 










No. 著者（年） 掲載誌，巻号，頁 研究実施国 対象等 アウトカム 概要 
1 Hyndman BP, et al. 
（2014） 
BMC Public Health,  
14, 164 
オーストラリア 小学生（8～12歳）275 名 歩数，身体活動強度，身体活動
の種類，LEAP（Lunchtime 









2 Hyndman BP, et al. 
（2017） 
Health Promot J Austr,  
28(1), 37-43 
オーストラリア 小学生（8～12歳）105 名 LEAP（Lunchtime Enjoyment 
Activity and Play），PACES 
（Physical Activity Children’s 
Enjoyment Scale） ，HRQOL






























図0-1 PubMedを用いた身体活動と学校環境に関する先行研究抽出のフローチャート（検索日：2019年 11月 15日） 
87 potentially eligible articles based on following search strategy
physical activity OR exercise OR physical play OR outdoor play
AND





27 articles excluded based on following Additional filters
not journal article (article types)
not humans (species)
not child (6-12 years) (ages)
13 articles included in the final review
47 articles excluded based on following eligibility criteria
not original article






図0-2 CiNii を用いた身体活動と学校環境に関する先行研究抽出のフローチャート（検索日：2019年 9月 30日） 
 
15編（以下の検索条件に基づく論文）
子ども OR 子供 OR小学生OR児童
AND












図0-3 PubMedを用いた身体活動と生活状況に関する先行研究抽出のフローチャート（検索日：2019年 11月 15日） 
45 potentially eligible articles based on following search strategy
physical activity OR exercise OR physical play OR outdoor play
AND




living OR lifestyle OR life
22  articles excluded based on following Additional filters
not journal article (article types)
not humans (species)
not child (6-12 years) (ages)
2 articles included in the final review
21  articles excluded based on following eligibility criteria
not original article






図0-4 PubMedを用いた身体活動と生活状況に関する先行研究抽出のフローチャート（検索日：2019年 9月 30日） 
9編（以下の検索条件に基づく論文）
子どもOR 子供 OR 小学生 OR 児童
AND













調査項目 種類 回答欄（選択肢または記述式） 
休み時間の過ごし方を尋ねた項目   
 今日の始業前／中休み／昼休みは，どのように過ごしましたか？a 
 その活動は，やりたいことでしたか？a  








1．からだを動かす活動（その内容：  ），2．それ以外の活動（その内容：  ） 
1．はい，2．いいえ 
1．教室，2．図書室，3．教室/図書室以外の部屋，4．ろうか，5．かいだん，6．昇降口（げたばこ），7．中庭，8．体育館，9．校庭，10．その他（  ） 
（  ）分間くらい 
1．友だち，2．先生，3．友だちと先生，4．ひとり，5．その他（  ） 

































 昨日，習いごと（スポーツを除く）に行きましたか？  













（  ）時（  ）分 
1．とてもよかった，2．どちらかといえばよかった，3．どちらかといえばわるかった，4．とてもわるかった 
1．まったくさめなかった，2．あまりさめなかった，3．ときどきさめた，4．何かいもさめた 
（  ）時（  ）分 
1．とてもよかった，2．どちらかといえばよかった，3．どちらかといえば悪かった，4．とても悪かった 
1．たくさん食べた（給食より多い），2．食べた（給食と同じくらい），3．少し食べた（給食よりも少ない），4，のみ物やくだもの（フルーツ）のみ，5．食べなかった 
（  ）時間（  ）分 
（  ）時間（  ）分 









 男子   女子   
 3・4 年生 5・6 年生 検定 3・4 年生 5・6 年生 検定 
昨日は，何時ごろ寝ましたか？ 



































































 106.3±86.1（179） 123.8±101.7（185） -1.775 119.6±98.3（177） 115.8±96.4（204） 0.376 
昨日，テレビゲームをなどを何時間くらいしましたか？d 
 83.5±93.3（79） 83.5±95.9（75） 0.000 82.7±88.8（81） 71.4±60.4（80） 0.946 
昨日，ケータイ，スマホ，タブレット，パソコンなどを何時間くらいしましたか？d 









































d mean±SD は，その活動に従事した者のみの時間で算出した． 
* p<0.05，N.S.：not significant 
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表1-3 性別学年別にみた対象者の学校環境に関する意識，他者からの身体活動推奨の有無，教室階，身体活動の好嫌度 a 
 男子 女子 



































































































































































































 8（ 8.2） 




















33 件（ 7.6％） 
年上の友だち 




8 件（ 9.0％） 
全ての人 










7 件（ 6.9％） 
年上の友だち 




7 件（ 7.7％） 
年下の友だち 




34 件（ 7.5％） 
年下の友だち 




7 件（ 8.0％） 
全ての人 










9 件（ 7.6％） 
年下の友だち 




7 件（ 9.0％） 
年下の友だち 
1 件（ 1.3％） 
 
教室は何階にありますか？  

















 3（ 3.0） 
5.415 120 (26.8) 
297 (66.3) 
 31 ( 6.9) 
30（30.0） 
65（65.0） 






























































386 (87.9)  






  8（ 6.6）*2 
89（89.9） 
10（10.1） 
9.604* 402 (88.9) 















*1 残差分析の結果，人数が有意に多かったセル．*2 残差分析の結果，人数が有意に少なかったセル． 
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表1-4 各休み時間（始業前，中休み，昼休み）における対象者の主体的身体活動，非主体的身体活動，主体的非身体活動，非主体的非身体活動の分布 a 
  主体的 非主体的 
  3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 計 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 計 
［始業前］            














  3（ 3.0％） 
  0（ 0.0％） 
  2（ 1.7％） 
  5（ 4.3％） 
 10（ 8.1％） 
 13（ 9.2％） 
  8（ 8.1％） 
  2（ 2.0％） 
 23（ 5.2％） 
 20（ 4.4％） 












  8（ 7.9％） 
  6（ 5.9％） 
  9（ 7.6％） 
  7（ 6.1％） 
  7（ 5.6％） 
  6（ 4.3％） 
  4（ 4.0％） 
  6（ 6.1％） 
 28（ 6.3％） 
 25（ 5.5％） 
［中休み］            














  1（ 1.0％） 
  1（ 1.0％） 
  4（ 3.4％） 
  8（ 7.0％） 
  9（ 7.3％） 
 22（15.6％） 
 14（14.1％） 
  5（ 5.1％） 
 28（ 6.3％） 
 36（ 7.9％） 












  5（ 5.0％） 
  3（ 2.9％） 
  8（ 6.8％） 
  2（ 1.7％） 
  7（ 5.6％） 
  4（ 2.8％） 
  9（ 9.1％） 
  6（ 6.1％） 
 29（ 6.6％） 
 15（ 3.3％） 
［昼休み］            














  0（ 0.0％） 
  5（ 4.9％） 
  3（ 2.5％） 
  1（ 0.9％） 
  2（ 1.6％） 
  5（ 3.5％） 
  0（ 0.0％） 
  3（ 3.1％） 
  5（ 1.1％） 
 14（ 3.1％） 












  9（ 8.9％） 
  7（ 6.9％） 
  5（ 4.2％） 
  7（ 6.1％） 
  4（ 3.2％） 
  9（ 6.4％） 
  2（ 2.0％） 
 12（12.2％） 
 20（ 4.5％） 





表1-5 性別学年別にみた対象者の始業前の身体活動状況 a 
 男子 女子 







































































































 1 1.0 
 2 2.0 
 1 1.0 
 1 1.0 
 0 0.0 
 0 0.0 
6666.7 
 7 7.1 























































































































































*1 残差分析の結果，人数が有意に多かったセル．*2 残差分析の結果，人数が有意に少なかったセル． 
＊e p<0.05（多重比較の結果，有意差が認められた学年は，3・4・5 年生＜6年生であった．） 
−期待度数が５未満のセルが存在したため検定を行うことができなかった． 
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表1-6 性別学年別にみた対象者の中休みの身体活動状況 a 
 男子 女子 











































































































































































































 14.2±8.8（100） 14.1±5.1（116） 13.6±5.5（122） 16.0±7.8（98） 2.413 11.9±8.1（102） 12.7±8.3（115） 13.5±8.0（139） 14.0±6.6（98） 3.978* e 
主な活動内容の順位  







































鬼ごっこ，草むしり，鉄棒    
2 件（8.0％） 
バスケットボール，ダン
















*1 残差分析の結果，人数が有意に多かったセル．*2 残差分析の結果，人数が有意に少なかったセル． 
＊e p<0.05（多重比較の結果，有意差が認められた学年は，3年生＜5・6 年生であった．） 
−期待度数が５未満のセルが存在したため検定を行うことができなかった． 
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表1-7 性別学年別にみた対象者の昼休みの身体活動状況 a 
 男子 女子 












































































































































































































































































 始業前 a  中休み a   昼休み a   
説明変数 回帰係数 オッズ比 95％信頼区間 回帰係数 オッズ比 95％信頼区間 回帰係数 オッズ比 95％信頼区間 
性 
（女子=1，男子=2） 
0.814* 2.258 1.693-3.012 0.871* 2.390 1.783-3.204 -0.069 0.934 0.703-1.240 
学年 
 
0.101 1.107 0.966-1.268 -0.378* 0.685 0.596-0.788 -0.055 0.946 0.827-1.083 
遊びたい施設 b 
（ない=1，ある=2） 
0.512* 1.668 1.219-2.282 0.628* 1.874 1.360-2.583 0.099 1.104 0.814-1.499 
遊びたい用具 b 
（ない=1，ある=2） 
0.139 1.149 0.802-1.648 -0.445* 0.641 0.445-0.923 0.604* 1.829 1.289-2.595 
遊びたい人 c 
（いない=1，いる=2） 
-0.316 0.729 0.459-1.157 -0.014 0.987 0.612-1.590 0.029 1.030 0.650-1.631 
教室階 
 
-0.263 0.768 0.587-1.007 -0.052 0.949 0.722-1.247 -0.440* 0.644 0.492-0.843 
身体活動の推奨（先生）d 
（ない=1，ある=2） 
0.038 1.039 0.769-1.402 0.089 1.093 0.805-1.484 0.155 1.168 0.867-1.572 
身体活動の推奨（保護者）d 
（ない=1，ある=2） 
0.149 1.160 0.857-1.571 0.135 1.145 0.842-1.558 0.052 1.053 0.781-1.420 
身体活動の好嫌度 e 
（きらい=1，すき=2） 
0.157 1.170 0.733-1.865 0.259 1.296 0.806-2.084 1.162* 3.198 1.972-5.187 






















 昨日，習いごと（スポーツを除く）に行きましたか？ b 
 昨日，スポーツクラブ・スポーツ少年団などに行きましたか？ b 
（  ）時（  ）分 
1．とてもよかった，2．どちらかといえばよかった，3．どちらかといえばわるかった，4．とてもわるかった 
1．まったくさめなかった，2．あまりさめなかった，3．ときどきさめた，4．何かいもさめた 
（  ）時（  ）分 
1．とてもよかった，2．どちらかといえばよかった，3．どちらかといえば悪かった，4．とても悪かった 
1．たくさん食べた（給食より多い），2．食べた（給食と同じくらい），3．少し食べた（給食よりも少ない），4，のみ物やくだもの（フルーツ）のみ，5．食べなかった 
（  ）時間（  ）分 
（  ）時間（  ）分 






 その活動は，やりたいことでしたか？a  
1．からだを動かす活動（その内容：  ），2．それ以外の活動（その内容：  ） 
1．はい，2．いいえ 
a 二項ロジスティック回帰分析で目的変数に用いた変数を示す． 
b 二項ロジスティック回帰分析で説明変数に用いた変数を示す．  
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表2-2  性別学年別にみた対象者の生活状況（睡眠状況，朝食摂取状況，スクリーンタイム状況，塾・習いごと状況）a 
 男子   女子   
 3・4 年生 5・6 年生 検定 3・4 年生 5・6 年生 検定 
昨日は，何時ごろ寝ましたか？ 



































































 107.9±85.0（158） 123.5±101.9（174） -1.518 120.5±98.7（163） 114.2±92.3（181） 0.603 
昨日，テレビゲームをなどを何時間くらいしましたか？d 
 73.0±68.9（61） 84.1±98.9（70） -0.758 83.2±93.2（69） 72.1±62.7（66） 0.815 
昨日，ケータイ，スマホ，タブレット，パソコンなどを何時間くらいしましたか？d 













































表2-3  各休み時間（始業前，中休み，昼休み）における対象者の主体的身体活動，非主体的身体活動，主体的非身体活動，非主体的非身体活動の分布 a 
  主体的 非主体的 
  3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 計 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 計 















 8（ 9.5％） 
 1（ 1.1％） 




























































































 5（ 6.0％） 
 7（ 7.9％） 
15（15.6％） 
 9（ 8.9％） 
 9（ 7.8％） 
 9（ 7.4％） 
 9（ 9.9％） 
 6（ 7.3％） 
38（ 9.8％） 
31（ 7.9％） 



























 始業前 b   中休み b   昼休み b   





















学年  0.074 1.077 0.930-1.248 -0.359* 0.699 0.605-0.806 -0.049 0.953 0.832-1.091 

































































































































































b 各時間帯におけるモデル適合度を Hosmer-Lemeshow の検定で確認したところ，始業前：χ2=7.857，df=8，p=0.448，中休み：χ2=15.871，df=8，p=0.044，昼休み：χ2=4.648，df=8，p=0.794 であった． 
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